
施工可能な便器の品番一覧を2ページの

「リモコンで設定する前に確認する情報」
に記載しておりますので確認ください。

（フラッシュバルブ式腰掛便器用）

リモコン操作で
水が流れない 水が止まらない

試運転と作動確認も
 忘れないでね！

便器によって便器洗浄モードと取付ける便器洗浄ユニットが
異なります。

※記載されていない便器には取り付けできません。
※対応していない便器洗浄ユニットを取り付けると故障の原因となります。
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リモコンで設定する前に確認する情報

使用部品
同
梱
部
品

バルブ調節ねじ位置変更要否洗浄水量
大洗浄 小洗浄

便器洗浄モード
設定ページ

P.3、4

P.3、5

P.3、6

不要

不要

要

要

便器によってバルブの調節ねじの位置と便器洗浄モードの設定方法が異なります。
バルブ調節ねじ位置変更要の便器はオートクリーンCの施工説明書を見て正しく変更してください。

CFS464MW系
CFS465W系 4.5L（5.5L）5.5L（7.5L）

7L10L

10L13L

6L8L

C14
C21N
C426
C480A
C550RU
C743PVRS

C21R
C454PVR
C48
C48AS
CU714V

CS140系
C480AN
C480N
C480S
C550SU
C743PVN

便器洗浄リモコン
信号線

オートクリーンCへの取付方法はオートクリーンCの施工説明書をご覧ください。

コネクター（白）

1

プラグ

キャップ

プラグ

ウォシュレットを施工する

プラグを取り付ける

←ウォシュレット施工説明書を参照

ウォシュレットの電源プラグを抜く

ウォシュレットの電源プラグをコンセントに差し込む

注意 ウォシュレットを施工した後、プラグの取り付けと便器洗浄モードの設定が必要です。

ウォシュレットにプラグを接続する

2

キャップをはずす

プラグを横向きで根元まで確実に差し込む

キャップを取り付ける

次ページの　便器洗浄モードの設定へ

コードの長さは、ウォシュレットの
着脱ができる余裕を設けてください。

キャップ

3



4

※機種によっては、スイッチのレイアウトやリモコンのデザインなどが異なります。

設定完了

ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示部の便座ラン
プと節電ランプが2回点滅する位置に設定する。設定位置になるまで②の作業を行ってください。

正しい設定位置に設定されているかを確認する。
ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示
部の便座ランプと節電ランプが2回点滅するかを確認する。設定位置になるまで②
の作業を行ってください。

ノズルそうじ：5秒以上押す

4

CFS464MW系／CFS465W系便器洗浄モードの設定2
リモコンで便器洗浄させるために次の設定が必要です。
手順にそって設定してください。
※ウォシュレットの電源プラグをコンセントに差し込む

※リモコン送信部を
　ウォシュレット受信部に
　向けて設定する。

音を
　よく聞く

受信部

リモコン
送信部

73

止＋ビデ：10秒以上押す

ピーッ・ピーッ

音量－：5秒以上押す

「ピーッ」
本体表示部全ランプ１回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ・ピーッ」
便座ランプと節電ランプ4回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ」
便座ランプと節電ランプ3回点滅

「ピーッ・ピーッ」
便座ランプと節電ランプ2回点滅

ここに
設定する

出荷時の
設定位置

5秒以上押すたびに切り替わります

運転ピーッ・ピーッ

流量が足りない場合はウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ・ピーッ」と同時にウォ
シュレット本体表示部の便座ランプと節電ランプが3回点滅する位置に設定してください。
（大洗浄7.5L、小洗浄5.5L）に変更することができます。

※

ランプ部

リモコンのランプが全点滅します。

ノズルそうじ入／切ボタンを5秒以上押すと、電子音とランプ点滅の回数で、現在の設
定位置を確認できます。

※

便座便座便座
節電節電節電

5

C14/C21N/C426/C480A/C550RU/C743PVRS/C21R/C454PVR/
C48/C48AS/CU714V便器洗浄モードの設定

73

ランプ部

リモコンのランプが全点滅します。

※機種によっては、スイッチのレイアウトやリモコンのデザインなどが異なります。

設定完了

止＋ビデ：10秒以上押す

ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示部の運転ラン
プと便座ランプが2回点滅する位置に設定する。設定位置になるまで②の作業を行ってください。

正しい設定位置に設定されているかを確認する。
ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示部の運転ラン
プと便座ランプが2回点滅するかを確認する。設定位置になるまで②の作業を行ってください。

ノズルそうじ：5秒以上押す

4

2

「ピーッ」
本体表示部全ランプ１回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ4回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ3回点滅

「ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ2回点滅

ここに
設定する

出荷時の
設定位置

5秒以上押すたびに切り替わります

水勢－：5秒以上押す

ピーッ・ピーッ

ノズルそうじ入／切ボタンを5秒以上押すと、電子音とランプ点滅の回数で、現在の設
定位置を確認できます。

※

2

リモコンで便器洗浄させるために次の設定が必要です。
手順にそって設定してください。
※ウォシュレットの電源プラグをコンセントに差し込む

※リモコン送信部を
　ウォシュレット受信部に
　向けて設定する。

音を
　よく聞く

受信部

リモコン
送信部

ピーッ・ピーッ



6

ランプ部

リモコンのランプが全点滅します。

※機種によっては、スイッチのレイアウトやリモコンのデザインなどが異なります。

設定完了

止＋ビデ：10秒以上押す

ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示部の運転ラ
ンプと便座ランプが3回点滅する位置に設定する。設定位置になるまで②の作業を行ってください。

正しい設定位置に設定されているかを確認する。
ウォシュレットから電子音が「ピーッ・ピーッ・ピーッ」と鳴ると同時にウォシュレット本体表示部の運転
ランプと便座ランプが3回点滅するかを確認する。設定位置になるまで②の作業を行ってください。

ノズルそうじ：5秒以上押す

4

水勢－：5秒以上押す

「ピーッ」
本体表示部全ランプ１回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ4回点滅

「ピーッ・ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ3回点滅

「ピーッ・ピーッ」
運転ランプと便座ランプ2回点滅

ここに
設定する

出荷時の
設定位置

5秒以上押すたびに切り替わります

ノズルそうじ入／切ボタンを5秒以上押すと、電子音とランプ点滅の回数で、現在の設
定位置を確認できます。

※

CS140系/C480AN/C480N/C480S/C550SU/
C743PVN便器洗浄モードの設定

2

リモコンで便器洗浄させるために次の設定が必要です。
手順にそって設定してください。
※ウォシュレットの電源プラグをコンセントに差し込む

※リモコン送信部を
　ウォシュレット受信部に
　向けて設定する。

音を
　よく聞く

受信部

リモコン
送信部

73

ピーッ・ピーッ・ピーッ

3

ピーッ・ピーッ・ピーッ

7

正常に作動しない場合

1 フラッシュバルブの止水栓を開ける

2 リモコンで便器洗浄を確認する
  「大」「小」スイッチを押して便器洗浄を行うことを確認する
   ※連続して押すと作動しません。約10秒たってから、もう一度スイッチを押してください。

● ウォシュレットの電源プラグは差し込んでいますか？
● リモコンの電池は入っていますか？
● フラッシュバルブとウォシュレットの接続は確実にされていますか？

● リモコンでモード設定しましたか？
CFS464MW系/CFS465W系の場合
C14/C21N/C426/C480A/C550RU/C743PVRS/
C21R/C454PVR/C48/C48AS/CU714Vの場合
CS140系/C480AN/C480N/C480S/
C550SU/C743PVNの場合

4ページ参照
5ページ参照

6ページ参照

うまく動かない場合は下記の
「不具合がおこったときのアドバイス」
をご覧ください。

   機種によっては、スイッチのレイアウトやリモコンのデザインなどが異なります。

キャップ

信号線

信号線のプラグがウォシュレッ
ト背面の接続口に確実に根元
まで差し込まれていますか？

信号線のプラグを根元まで確実に押し
込み、キャップを取り付ける

便器

試運転と作動確認
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